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合 気 道 新 聞 第７０２号令和元年７月１０日（１） （毎月１回１０日発行）

令
和
元
年
６
月
２
日
１０
時
３０

分
よ
り
、
山
口
県
柳
井
市
の
Ｆ

Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
柳
井
化
学
武
道
館

に
お
い
て
、
山
口
合
気
会
創
立

６０
周
年
記
念
合
気
道
大
会
が
合

気
道
道
主
植
芝
守
央
先
生
ご
夫

妻
、
初
代
師
範
村
重
有
利
先
生

と
初
代
会
長
沼
田
敏
男
先
生
の

ご
家
族
を
お
招
き
し
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。

前
日
に
岩
国
錦
帯
橋
空
港
よ

り
山
口
入
り
さ
れ
た
道
主
御
一

行
を
お
迎
え
し
、
柳
井
市
に
お

い
て
大
会
前
夜
祭
が
県
内
の
主

だ
っ
た
指
導
者
を
集
め
て
開
催

さ
れ
た
。
前
夜
祭
に
は
、
衆
議

院
議
員
の
岸
信
夫
先
生
も
ご
臨

席
さ
れ
、
大
会
に
花
を
添
え
ら

れ
た
。

翌
大
会
当
日
は
、
天
候
に
恵

ま
れ
、
山
口
県
内
の
道
場
会
員

を
は
じ
め
、遠
く
は
鹿
児
島
県
、

静
岡
県
等
か
ら
駆
け
付
け
た
同

盟
道
場
の
会
員
と
少
年
会
員
の

保
護
者
な
ど
を
含
め
約
８
０
０

人
が
武
道
館
を
埋
め
つ
く
し

た
。開

会
式
で
は
、
や
む
を
得
ぬ

事
情
に
よ
り
出
席
す
る
こ
と
が

叶
わ
な
か
っ
た
中
村
克
也
会
長

の
ボ
イ
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露

さ
れ
、
続
い
て
、
岡
田
元
昭
副

会
長
に
よ
り
、
植
芝
道
主
の
ご

来
県
を
感
謝
し
合
気
道
の
発
展

を
祈
念
し
て
の
挨
拶
が
な
さ
れ

た
。植

芝
道
主
か
ら
は
、
山
口
合

気
会
の
６０
年
に
亘
る
歴
史
は
村

重
初
代
師
範
、
沼
田
初
代
会
長

か
ら
始
ま
り
中
村
現
会
長
、
岡

田
副
会
長
を
中
心
と
し
た
会
員

に
よ
る
真
摯
な
取
り
組
み
の
賜

物
で
あ
り
、
国
内
で
も
有
数
の

団
体
で
あ
る
こ

と
へ
の
労

い

と
、
今
後
の
更

な
る
発
展
を
祈

念
し
た
ご
挨
拶

が
あ
っ
た
。

続
い
て
井
原

柳
井
市
長
、
岸

衆
議
院
議
員
の

祝
辞
と
続
き
、

式
典
終
了
後
、

各
会
員
に
よ
る

演
武
が
披
露
さ

れ
た
。

最
初
に
、
県

内
の
少
年
会
員

に
よ
る
演
武
披

露
、
次
に
山
口

大
学
、
山
口
県

立
大
学
、
愛
媛

大
学
の
合
気
道

部
員
に
よ
る
大

学
生
演
武
、
県

内
各
道
場
の
会

員
に
よ
る

演

武
、
静
岡
県
、
兵
庫
県
、
愛
媛

県
、
長
崎
県
、
鹿
児
島
県
の
各

同
盟
道
場
の
会
員
に
よ
る
演
武

と
続
き
、
最
後
に
植
芝
守
央
道

主
に
よ
る
講
話
と
演
武
が
披
露

さ
れ
、
８
０
０
名
の
観
衆
は
植

芝
道
主
の
御
講
話
と
演
武
に
深

く
魅
了
さ
れ
見
入
っ
て
い
た
。

演
武
終
了
後
、
植
芝
道
主
御
夫

妻
へ
地
元
柳
井
道
場
の
中
学
生

会
員
平
津
匠
也
君
、
上
田
真
央

さ
ん
か
ら
感
謝
の
花
束
が
贈
呈

さ
れ
、
大
会
は
盛
会
裏
に
終
了

し
た
。

山
口
合
気
会
は
創
設
以
来

「
青
少
年
の
明
日
を
拓
く
」
を

会
是
と
し
て
歩
み
を
続
け
て
お

り
、
こ
の
大
会
は
、
テ
ー
マ
を

「
志
」
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

こ
こ
に
６０
年
の
節
目
を
迎

え
、
次
代
に
繋
ぐ
べ
き
「
志
」

を
改
め
て
胸
に
刻
み
、
次
の
１０

年
に
向
け
て
歩
き
始
め
る
も
の

で
あ
る
。
（
山
口
合
気
会
指
導

員

関
戸
遊
野
）

道主の総合演武に釘付けとなる観覧者

防
衛
大
学
校
合
気
道
部
は
、

創
部
６０
周
年
記
念
行
事
を
、
６

月
２２
日
（
土
）
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
て
開
催
し

た
。祝

賀
会
に
先
立
ち
、
昭
和
５２

年
か
ら
平
成
１１
年
ま
で
、
師
範

と
し
て
ご
指
導
い
た
だ
い
た
植

芝
守
央
合
気
道
道
主
に
よ
る
講

話
が
、
「
合
気
道
の
歩
み
と
現

況
」
と
題
し
て
行
わ
れ
、
合
気

道
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

そ
の
後
の
祝
賀
会
に
は
道
主

の
ほ
か
、
植
芝
充
央
本
部
道
場

長
、
磯
山
博
全
日
本
合
気
道
連

盟
顧
問
な
ど
の
歴
代
師
範
、
大

谷
宗
司
防
衛
大
学
校
名
誉
教
授

な
ど
の
歴
代
部
長
、
西
正
典
防

衛
省
合
気
道
連
合
会
会
長
な
ど

の
来
賓
が
招
待
さ
れ
、
Ｏ
Ｂ
・

現
役
あ
わ
せ
て
１
６
０
名
が
参

加
し
た
。

祝
賀
会
の
中
で
は
、
６０
年
の

歴
史
を
振
り
返
る
趣
向
を
凝
ら

し
た
記
念
映
像
が
上
映
さ
れ
、

歓
談
を
盛
り
上
げ
た
。
会
の
最

後
に
は
、
中
谷
文
彦
Ｏ
Ｂ
会
長

か
ら
岩
切
宗
利
合
気
道
部
部
長

に
対
し
、
記
念
品
の
目
録
（
道

主
揮
毫
に
よ
る
扁
額
）
が
贈
呈

さ
れ
、
感
謝
と
感
動
が
溢
れ
る

中
で
の
散
会
と
な
っ
た
。

防
衛
大
学
校
合
気
道
部
は
現

在
ま
で
に
７
５
０
名
余
の
Ｏ
Ｂ

を
輩
出
し
て
お
り
、
現
役
部
員

は
４７
名
で
あ
る
。
ま
た
、
１１
月

１６
日
（
土
）
に
横
須
賀
市
の
防

衛
大
学
校
に
お
い
て
、
創
部
６０

周
年
記
念
演
武
会
を
計
画
し
て

い
る
。

（
防
衛
大
学
校
合
気
道
部
Ｏ
Ｂ

会
会
長

二
宮
啓
彰
）

道

歌

か
ん
な
が
ら

練
り
上
が
り
た
る

御
剣
は

す
め
よ
光
れ
よ

神
の
恵
み
に

道主を中心に勢揃い

令
和
元
年
度
全
日
本
少
年

少
女
武
道
（
合
気
道
）
錬
成

大
会
が
、
７
月
１４
日
（
日
）

午
前
１１
時
か
ら
、
東
京
・
千

代
田
区
の
日
本
武
道
館
で
開

催
さ
れ
る
。

全
国
の
小
・
中
学
生
を
対

象
に
基
本
錬
成
を
主
眼
と

し
、
合
気
道
の
正
し
い
普
及

並
び
に
心
身
の
錬
磨
と
相
互

の
親
睦
を
図
り
、
我
が
国
の

将
来
を
担
う
青
少
年
の
健
全

な
る
育
成
を
目
的
と
し
て
い

る
。錬

成
内
容
は
、
基
本
錬
成

（
基
本
技
の
稽
古
）
、
演
武

錬
成
（
各
団
体
ご
と
２
分
間

の
自
由
演
武
）。

山
形
県
合
気
道
連
盟
で
は
、

６
月
８
日
か
ら
９
日
に
か
け

て
、
植
芝
守
央
道
主
を
お
招
き

し
、
創
設
５０
周
年
記
念
演
武
大

会
並
び
に
道
主
特
別
講
習
会
を

天
童
市
の
県
総
合
運
動
公
園
武

道
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
演

武
大
会
で
は
、
主
催
者
を
代
表

し
た
土
田
稔
県
連
盟
会
長
の
挨

拶
の
続
き
、
ご
来
賓
の
ご
挨
拶

と
し
て
、
道
主
か
ら
は
、
山
形

県
連
盟
の
開
設
者
で
あ
る
故
白

田
林
二
郎
師
範
に
つ
い
て
ふ
れ

ら
れ
た
ご
祝
辞
、
尾
�
�
全
日

本
合
気
道
連
盟
理
事
長
ほ
か
の

ご
来
賓
の
先
生
方
か
ら
も
ご
祝

辞
を
頂
き
ま
し
た
。

演
武
で
は
、
禊
の
行
に
始
ま

り
、
基
本
技
、
応
用
技
、
武
器

技
の
ほ
か
、
少
年
少
女
演
武
、

家
族
演
武
や
シ
ニ
ア
演
武
等
、

県
内
各
道
場
・
教
室
、
高
校
、

大
学
生
の
ほ
か
、
東
北
合
気
道

連
盟
各
県
会
長
に
よ
る
賛
助
演

武
、
約
１
３
０
名
が
演
武
を
行

い
ま
し
た
。
締
め
く
く
り
と
し

て
、
道
主
の
総
合
演
武
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

翌
日
道
主
に
よ
る
特
別
講
習

会
に
は
、
約
８０
名
が
参
加
し
、

入
身
、
転
換
、
転
身
に
よ
る
体

捌
き
と
繋
が
り
、
呼
吸
の
大
切

さ
に
つ
い
て
ご
指
導
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

（
山
形
県
合
気
道
連
盟
事
務
局

長

伊
藤
宗
一
）

と
き

８
月
９
日
（
金
）

午
前
１１
時
半
開
場

午
後
１２
時
半
開
会

午
後
４
時
閉
会

と
こ
ろ

東
京
武
道
館

主
催

全
国
高
等
学
校
合
気

連
盟

演
武

加
盟
校
演
武

都
内
中
学
生
演
武

植
芝
充
央
本
部
道
場
長

模
範
演
武

道主の総合演武で締めとなった

Ｇ
２０
大
阪
サ
ミ
ッ

ト
が
無
事
終
了
し

た
。
米
国
と
中
国
の

貿
易
戦
争
は
取
り
敢

え
ず
再
交
渉
と
な
っ

た
。
休
戦
状
態
に
な

り
世
界
中
が
ほ
っ
と
し
た
よ
う

だ
。
会
議
で
は
具
体
論
で
各
国

の
利
害
が
ぶ
つ
か
り
玉
虫
色
の

結
論
に
な
っ
た
感
が
あ
る
。

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
の
主
役
は

何
と
い
っ
て
も
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
外
交
を
進
め
て
い
た
の

に
は
驚
い
た
。
実
際
に
会
議
中

に
つ
ぶ
や
い
た
翌
々
日
、
韓
国

の
軍
事
境
界
線
の
あ
る
板
門
店

で
北
朝
鮮
の
キ
ム
主
席
と
の
三

度
目
の
首
脳
会
談
を
実
現
さ
せ

た
。対

イ
ラ
ン
で
強
硬
な
姿
勢
を

と
っ
て
い
る
大
統
領
だ
が
や
は

り
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
、
ホ
ル
ム
ズ

海
峡
に
言
及
し
て
い
る
。
同
盟

国
日
本
な
ど
の
船
に
対
し
て

「
米
国
が
な
ぜ
報
酬
無
し
で
守

る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
自

分
で
守
る
べ
き
だ
」
と
つ
ぶ
や

い
て
い
る
。
日
本
は
原
油
の
輸

入
の
約
９
割
を
中
東
か
ら
輸
入

し
て
い
る
だ
け
に
気
に
か
か

る
。
一
方
、
米
国
は
シ
ェ
ー
ル

オ
イ
ル
の
開
発
が
す
す
み
、
今

や
世
界
最
大
の
産
油
国
に
な
っ

て
い
る
。
中
東
の
原
油
を
以
前

ほ
ど
必
要
と
し
て
い
な
い
の
で

あ
る
。
Ｇ
２０
の
国
々
が
米
国
フ

ァ
ー
ス
ト
の
論
理
に
振
り
回
さ

れ
て
い
る
状
況
の
一
つ
で
は
な

か
ろ
う
か
。

話
は
変
わ
る
が
、
先
月
、
日

経
夕
刊
に
歌
人
の
笹
公
人
さ
ん

の
「
セ
ピ
ア
色
の
道
場
」
と
い

う
文
が
あ
っ
た
。
小
学
生
の
こ

ろ
合
気
道
を
習
っ
て
い
た
よ
う

だ
。
こ
の
ほ
ど
三
十
有
余
年
ぶ

り
に
再
び
合
気
道
を
始
め
、
多

田
先
生
の
道
場
で
稽
古
す
る
う

ち
に
小
学
校
３
年
・
４
年
当
時

の
記
憶
が
鮮
や
か
に
甦
っ
て
き

た
と
い
う
話
で
あ
る
。
面
白
く

読
ま
せ
て
頂
い
た
。
笹
さ
ん
は

開
祖
が
師
事
さ
れ
た
出
口
王
仁

三
郎
の
歌
集
を
編
纂
さ
れ
た
方

で
も
あ
る
。

数
日
後
に
は
少
年
少
女
錬
成

大
会
で
小
学
生
時
代
の
笹
さ
ん

の
よ
う
な
子
供
た
ち
に
会
え
る

の
が
楽
し
み
だ
。（
可
児

晋
）

全
日
本
少
年
少
女
合
気
道
錬
成
大
会

第第
１１８８
回回
全全
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合合
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令
和
元
年
度
東
京
都
合
気
道

錬
成
大
会
は
、
６
月
１６
日
、
入

江
嘉
信
本
部
道
場
指
導
部
師
範

を
お
迎
え
し
て
綾
瀬
の
東
京
武

道
館
で
開
催
さ
れ
、
晴
天
に
恵

ま
れ
る
中
、
１
９
０
名
を
超
え

る
参
加
者
が
あ
っ
た
。

１３
時
３０
分
閉
会
の
辞
に
始
ま

り
、
ま
ず
藤
城
清
次
郎
理
事
長

が
「
こ
ん
に
ち
は
、
１
９
０
名

を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
錬
成
大

会
は
都
連
の
三
大
行
事
の
一
つ

で
、
有
段
者
と
白
帯
の
人
が
一

緒
に
合
気
道
を
学
べ
る
機
会
で

あ
り
ま
す
。
今
日
は
暑
い
の
で

水
分
を
補
給
し
て
最
後
ま
で
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
」
と
挨

拶
。続
い
て
入
江
師
範
か
ら「
今

日
は
参
加
者
が
２
０
０
名
近
い

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
今
日
の

テ
ー
マ
は
結
び
と
吸
収
と
い
う

こ
と
を
重
点
に
怪
我
の
な
い
よ

う
皆
様
と
稽
古
し
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
入
江
師
範
を
中
心

に
記
念
撮
影
と
な
っ
た
。

講
習
は
、
１３
時
４０
分
か
ら
準

備
体
操
に
始
ま
り
、片
手
取
り
、

入
身
投
げ
等
足
の
運
び
方
、
腕

の
使
い
方
、
相
手
と
の
気
の
結

び
方
か
ら
相
手
の
力
を
ど
の
よ

う
に
吸
収
す
る
か
を
丁
寧
に
説

明
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
座
技
片

手
取
り
二
教
、
正
面
打
ち
回
転

投
げ
、片
手
取
り
四
方
投
げ（
裏

技
を
重
点
に
、
相
手
の
背
中
か

ら
巻
き
込
む
よ
う
に
と
）
、
正

面
打
ち
三
教
、
後
ろ
両
肩
取
り

三
教
（
両
手
を
振
り
被
り
小
手

を
取
る
）
最
後
は
両
手
取
り
天

地
投
げ
で
熱
気
の
ム
ン
ム
ン
す

る
中
、
１５
時
１５
分
終
了
し
た
。

な
お
、
東
京
都
合
気
道
連
盟

は
東
京
都
２３
区
と
３９
市
町
村
に

ま
た
が
り
現
在
１
７
２
団
体
の

加
盟
組
織
で
あ
る
。
（
都
連
副

理
事
長

小
林
正
明
）

北
海
道
連
が

春
季
講
習
会

北
海
道
合
気
道
連
盟
は
６
月

１５
日
、
１６
日
の
両
日
、
千
歳
市

総
合
武
道
館
に
難
波
弘
之
師
範

を
お
迎
え
し
て
、
春
季
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

講
習
初
日
は
入
り
身
投
げ
、

四
方
投
げ
な
ど
の
基
本
技
を
通

じ
て
相
手
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
な
が
ら
自
ら
の
体
重
移

動
（
重
心
）
に
意
識
を
向
け
る

こ
と
を
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し

た
。
２
日
目
は
さ
ら
に
片
手
取

り
、
両
手
取
り
、
後
ろ
両
手
取

り
、
諸
手
取
り
を
具
体
例
に
、

接
点
を
通
じ
て
自
ら
の
重
さ
を

相
手
に
乗
せ
る
（
同
化
す
る
）

こ
と
、
ま
た
相
手
の
重
さ
を
自

分
に
乗
せ
る
こ
と
、
こ
の
理
合

い
を
、
相
手
と
の
状
況
に
応
じ

た
体
さ
ば
き
を
行
う
中
で
、
自

在
な
技
の
変
化
と
し
て
示
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
講
習
中
は
会
場
を
回

り
な
が
ら
多
く
の
参
加
者
の
手

ほ
ど
き
し
て
い
た
だ
き
道
場
は

常
に
熱
気
に
溢
れ
て
い
ま
し

た
。初

日
、
２
日
目
と
も
あ
い
に

く
、
く
も
り
や
小
雨
模
様
で
し

た
が
北
海
道
内
２０
の
加
盟
団
体

か
ら
１
２
１
名
の
会
員
と
学
生

合
気
道
団
体
３
校
か
ら
４１
名
の

部
員
、
合
計
１
６
２
名
が
参
加

し
、
難
波
師
範
の
一
挙
手
一
投

足
か
ら
多
く
を
学
ぼ
う
と
熱
心

に
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
講
習
を
通
じ
て
、
相

手
と
の
接
点
か
ら
動
き
を
感

じ
、
そ
こ
か
ら
臨
機
応
変
に
対

応
で
き
る
体
の
使
い
方
や
動
き

を
行
え
る
様
に
日
々
意
識
し
な

が
ら
の
稽
古
が
大
切
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。
（
札
幌
合
気
道

会

藤
江
淳
）

名
古
屋
の
一
修
会

特
別
講
習
会

一
修
会（
名
古
屋
市
守
山
区
）

は
、
６
月
９
日
、
名
古
屋
市
守

山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
桂
田

英
路
本
部
道
場
指
導
部
師
範
を

お
迎
え
し
て
、
第
７
回
一
修
会

特
別
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
桂
田
師
範
に
は
第
１
回
か

ら
お
越
し
い
た
だ
い
て
お
り
、

毎
回
、
前
年
の
テ
ー
マ
を
踏
ま

え
新
し
い
テ
ー
マ
を
元
に
指
導

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
前
年
の
「
体
の
面
を
使

う
」
か
ら
更
に
発
展
し
、
「
使

う
体
の
面
の
範
囲
と
腕
の
位

置
」
「
相
手
と
の
繋
が
り
」
を

テ
ー
マ
に
講
習
会
が
す
す
め
ら

れ
ま
し
た
。

午
前
の
少
年
部
に
お
い
て

は
、
子
供
達
に
理
解
し
や
す
い

よ
う
遊
び
の
中
で
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
腕
の
位
置
の
大
切

さ
を
体
感
さ
せ
、
ま
た
噛
み
砕

い
て
子
供
達
に
分
か
り
易
く
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午

後
の
一
般
部
の
講
習
会
で
は
、

基
本
技
の
中
で
説
明
し
て
い
た

だ
き
、
普
段
の
稽
古
で
も
忘
れ

ず
に
意
識
し
た
い
「
体
が
安
定

す
る
位
置
で
腕
を
使
う
こ
と
」、

「
正
し
い
姿
勢
で
技
を
か
け
る

こ
と
」
を
学
び
ま
し
た
。

梅
雨
の
時
期
で
比
較
的
気
温

が
低
か
っ
た
も
の
の
、
一
般
部

の
講
習
会
で
は
若
手
を
中
心
に

１
６
０
人
が
参
加
し
、
気
温
以

上
に
熱
気
に
満
ち
た
講
習
会
と

な
り
ま
し
た
。
（
一
修
会
代
表

中
山
栄
一
）

６
月
８
日（
土
）・
９
日（
日
）、

香
川
県
立
武
道
館
に
お
い
て
地

域
社
会
合
気
道
指
導
者
研
修
会

が
開
催
さ
れ
、
中
央
講
師
と
し

て
磯
山
博
合
気
会
本
部
師
範
と

海
老
原
弘
一
取
手
合
気
会
指
導

員
に
お
越
し
戴
い
た
。
研
修
会

に
は
、
香
川
県
合
気
道
連
盟
会

員
は
じ
め
、
県
内
外
か
ら
約
５０

名
が
参
加
し
、
全
日
程
に
亘
っ

て
磯
山
師
範
か
ら
指
導
を
受
け

た
。初

日
は
午
前
、
午
後
と
も
各

２
時
間
、
２
日
目
は
午
前
２
時

間
、
午
後
１
時
間
半
、
計
７
時

間
半
の
稽
古
が
実
施
さ
れ
た
。

初
日
午
前
は
、
逆
半
身
片
手
取

り
及
び
相
半
身
片
手
取
り
か
ら

の
手
捌
き
の
指
導
。
午
後
は
一

教
～
三
教
の
基
本
技
と
回
転
投

げ
。
２
日
目
午
前
は
、
体
の
変

向
、
正
面
打
ち
体
の
変
向
、
突

き
体
の
変
向
、
逆
半
身
片
手
取

り
呼
吸
法
、
四
教
、
五
教
。
そ

れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
が
わ
か
り

や
す
く
説
明
さ
れ
た
。
午
後
は

杖
の
礼
法
、
搬
送
法
、
基
本
の

素
振
り
を
行
い
、
最
後
に
一
～

三
の
杖
の
稽
古
で
終
了
し
た
。

今
回
の
稽
古
で
は
、
質
疑
応

答
の
時
間
を
長
く
取
っ
た
り
、

五
段
の
参
加
者
に
展
示
さ
せ
る

等
、
参
加
者
が
し
っ
か
り
考
え

て
取
り
組
む
よ
う
に
意
識
付
け

ら
れ
た
。
知
育
、
体
育
、
徳
育

に
加
え
て
常
識
の
涵
養
が
合
気

道
の
目
的
の
一
つ
と
の
開
祖
の

教
え
や
、
袴
の
五
本
の
襞
と
五

常
の
徳
（
仁
義
礼
智
信
）
と
の

関
係
等
を
通
し
て
、
技
の
向
上

だ
け
で
な
く
、
実
生
活
に
役
立

つ
、
実
践
合
気
道
へ
の
理
解
が

深
ま
っ
た
。
（
香
川
県
合
気
道

連
盟
理
事
長

西
原
浩
）

磯山師範（前列中央）と参加者

参加者全員で記念撮影

富
山
合
気
会
は
６
月
１
日
県

営
富
山
武
道
館
に
お
い
て
本
部

道
場
か
ら
櫻
井
寛
幸
指
導
部
師

範
を
招
い
て
講
習
会
と
演
武
大

会
を
開
催
し
た
。
講
習
会
に
は

富
山
、
石
川
、
福
井
、
岐
阜
、

新
潟
、愛
知
か
ら
３５
名
が
参
加
、

相
互
の
研
鑽
を
図
っ
た
。
櫻
井

師
範
は
片
手
取
り
や
諸
手
取
り

等
の
基
本
技
の
要
所
に
つ
い
て

姿
勢
や
身
体
の
捌
き
、
相
手
に

対
し
て
立
つ
位
置
や
攻
め
る
方

向
、
中
心
の
重
要
性
、
力
の
出

し
な
ど
を
参
加
者
一
人
ひ
と
り

に
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た
。

演
武
大
会
は
で
き
る
だ
け
演

武
者
に
は
演
武
の
経
験
を
積

み
、
ど
ん
な
場
合
で
も
自
分
の

技
術
を
咄
嗟
に
発
揮
で
き
る
よ

う
思
い
思
い
の
演
武
が
で
き
る

よ
う
に
会
員
の
目
標
を
お
い
て

実
施
し
た
。
ま
た
、
賛
助
演
武

で
は
自
分
達
の
稽
古
で
は
見
ら

れ
な
い
溌
剌
と
し
た
ス
ピ
ー
ド

の
あ
る
技
や
動
作
に
普
段
の
稽

古
が
目
に
浮
か
ぶ
自
由
に
の
び

の
び
と
し
た
様
子
が
淡
々
と
伝

わ
っ
て
来
る
演
武
に
感
動
し

た
。こ

の
よ
う
な
機
会
は
年
に
一

度
の
行
事
な
が
ら
参
加
者
は
学

ぶ
こ
と
が
沢
山
あ
り
、
こ
れ
を

機
会
に
更
に
合
気
道
の
素
晴
ら

し
さ
を
一
人
で
も
多
く
の
人
と

共
感
し
た
い
と
感
じ
た
大
会
で

あ
っ
た
。
（
富
山
合
気
会

島

恵
司
）◇

本
部
だ
よ
り

▽
植
芝
充
央
本
部
道
場
長
は
、

７
月
２５
日
か
ら
３０
日
ま
で
講
習

会
指
導
の
た
め
オ
ラ
ン
ダ
を
訪

問
さ
れ
る
。
随
行
は
桑
原
将
太

指
導
員
。

▽
鈴
木
俊
雄
指
導
部
師
範
は
、

７
月
１
日
か
ら
６
日
ま
で
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
講
習
会
に
派
遣

さ
れ
た
。

▽
大
澤
勇
人
指
導
部
師
範
は
、

７
月
４
日
か
ら
１０
日
ま
で
イ
タ

リ
ア
、
７
月
２６
日
か
ら
８
月
５

日
ま
で
ア
メ
リ
カ
の
講
習
会
に

派
遣
さ
れ
た
。

▽
栗
林
孝
典
指
導
部
師
範
は
、

７
月
４
日
か
ら
９
日
ま
で
ロ
シ

ア
の
講
習
会
に
派
遣
さ
れ
た
。

▽
入
江
嘉
信
指
導
部
師
範
は
、

７
月
１５
日
か
ら
２２
日
ま
で
フ
ラ

ン
ス
の
講
習
会
に
派
遣
さ
れ

る
。

▽
日
野
皓
正
指
導
部
指
導
員

は
、
７
月
１５
日
か
ら
２３
日
ま
で

ブ
ル
ガ
リ
ア
の
青
少
年
セ
ミ
ナ

ー
に
派
遣
さ
れ
る
。

▽
関
昭
二
指
導
部
師
範
は
、
７

月
１９
日
か
ら
２３
日
ま
で
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
講
習
会
に
派
遣
さ
れ

る
。

▽
伊
藤
眞
指
導
部
師
範
は
、
７

月
１９
日
か
ら
２２
日
ま
で
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
講
習
会
に
派
遣
さ
れ

る
。

難波師範が講習会で指導

櫻井師範の四方投げ

桂田師範の指導

石
川
県
の
晴
樹
会

初
の
講
習
会

合
気
道
晴
樹
会
で
は
令
和
元

年
６
月
２２
・
２３
日
の
２
日
間
、

白
山
郷
公
園
武
道
館
に
て
、
本

部
道
場
指
導
部
師
範
櫻
井
寛
幸

先
生
を
お
招
き
し
て
の
初
の
講

習
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

地
元
で
あ
る
石
川
県
内
は
も
と

よ
り
、
愛
知
・
岐
阜
・
東
京
・

富
山
・
新
潟
・
福
井
か
ら
総
勢

４０
名
の
参
加
者
に
恵
ま
れ
、
盛

況
の
内
に
終
了
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

稽
古
で
は
、
片
手
取
り
・
正

面
打
ち
・
両
手
取
り
・
後
両
手

取
り
・
諸
手
取
り
か
ら
基
本
技

を
中
心
に
ご
指
導
が
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
中
で
師
範
が
仰
っ

た
「
基
本
を
大
事
に
」
と
い
う

お
言
葉
通
り
、
参
加
者
全
員
が

同
じ
方
向
を
見
て
稽
古
を
共
に

す
る
、
清
々
し
い
講
習
会
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
審
査
も
行
わ
れ
、
本

会
初
の
昇
段
者
も
誕
生
い
た
し

ま
し
た
。
（
合
気
道
晴
樹
会

山
本
博
史
）

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
首
都
で

春
期
講
習
会

私
（
伊
藤
）
は
、
５
月
２９
日

か
ら
６
月
４
日
ま
で
、
ベ
ラ
ル

ー
シ
共
和
国
の
首
都
ミ
ン
ス
ク

で
、
春
期
講
習
会
指
導
を
行
っ

た
。
ま
ず
、
ミ
ン
ス
ク
か
ら
５０

キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
近
隣
の
マ
ラ

デ
シ
ュ
ナ
市
へ
移
動
し
、
子
供

達
と
一
般
の
稽
古
を
行
っ
た
。

参
加
者
は
８０
名
ほ
ど
で
、
元
気

の
よ
い
子
供
達
に
囲
ま
れ
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。

翌
日
は
自
宅
に
道
場
を
新
設

し
た
代
表
の
オ
レ
グ
氏
の
道
場

で
１
時
間
の
稽
古
、
自
宅
横
の

納
屋
２
階
を
改
装
し
た
道
場

で
、
窓
の
外
は
緑
の
牧
草
地
が

広
が
り
、
気
持
ち
良
い
稽
古
が

出
来
た
。

そ
の
日
の
夕
刻
と
土
日
で
２

時
間
の
稽
古
を
４
回
、
最
終
日

に
は
審
査
を
行
い
、４
段
４
名
、

３
段
２
名
、
２
段
３
名
、
初
段

７
名
が
合
格
し
た
。

（
本
部
道
場
指
導
部
師
範

伊
藤
眞
）

日
頃
か
ら
格
別
の
ご
理
解
と
ご
厚
意
を
賜
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
公
財
）
合
気
会
で
は
合
気
道
の
よ
り
一
層
の
普
及
発

展
を
は
か
る
た
め
「
公
益
財
法
人
合
気
会

定
款
」
に
も

と
づ
く「
維
持
会
員
」へ
の
お
誘
い
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
賛
同
頂
き
ご
後
援
・
ご
援
助
を
賜
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
ら
幸
甚
で
ご
ざ
い
ま
す
。

記

（
１
）
賛
助
会
員

こ
の
法
人
の
目
的
に
賛
同
し
、
事

業
を
援
助
す
る
た
め
に
維
持
会
費
と
し
て

年
額
１
口
２
万
円

１
口
以
上
を
納
め
る
個
人
お
よ
び
法

人
又
は
団
体

（
２
）
特
別
会
員

こ
の
法
人
の
目
的
に
賛
同
し
、
こ
の

法
人
を
後
援
維
持
す
る
た
め
に
維
持
会
費
と
し
て

年
額
１
口
１０
万
円

１
口
以
上
を
納
め
る
個
人
お
よ
び
法

人
又
は
団
体お

申
し
込
み
は
（
公
財
）
合
気
会
事
務
局
ま
で

合
気
道
を
正
課
に
採
用
し
て
い
る

日
本
体
育
大
学
、
国
際
武
道
大
学
で
は
、
合
気
道
が
正
課

の
授
業
に
採
用
さ
れ
て
お
り
、
通
常
の
授
業
の
中
で
、
合
気

道
を
基
礎
か
ら
学
べ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
で
は
、
よ
り

専
門
的
に
合
気
道
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
学
生
の

入
学
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
合
気
会
事
務
局
（
電
話

０３
・
３
２
０
３
・

９
２
３
６
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

令
和
初
の
都
連
錬
成
大
会

香川、地域社会指導者研修会

富
山

講

習

会

と

演

武

大

会

日
本
体
育
大
学

国
際
武
道
大
学

䣓
維
持
会
員
䣔
へ
の
お
さ
そ
い
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会

長

尾

�

明向

暑暑中中おお見見舞舞いい申申しし上上げげまますす
全
日
本
合
気
道
連
盟

理

事

長

尾

�

明向

常

任

理

事

林

典

夫

同

宮

本

鶴

蔵

同

小

林

幸

光
他
一
同

国
際
合
気
道
連
盟

理

事

長

井

沢

敬

事

務

総

長

ウ
�
ル
コ
・
フ
リ
�
ス
マ
ン

財

務

総

長

貞

國

鎭

北
海
道
合
気
道
連
盟

会

長

藤

井

幸

一

理
事
長

南

雲

州

治

�
他
会
員
一
同
�

東
京
都
合
気
道
連
盟

理

事

長

藤
城

清
次
郎

役
員
一
同

な
か

ゆ
う

べ
つ

オ
ホ
�
ツ
ク
中
湧
別
道
場

道

場

長

尾
�

指
導
部
長

松
田
茂
満

道
場
長
代
行

尾
�
か
ほ
る

事
務
局
長

本
田
淑
子

〒
〇
九
九
―
六
三
二
六

北
海
道
紋
別
郡
湧
別
町
中
湧
別
北
町
二
二
三

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
五
八
六
―
二
―
二
四
二
八

東
北
合
気
道
連
盟

会

長

日

高

浩
（
岩
手
県
）

理
事
長

船

越

光

雄
（
山
形
県
）

副
会
長

白

川

勝

敏
（
宮
城
県
）

同

田

辺

孝

美
（
青
森
県
）

同

清

野

和

浩
（
福
島
県
）

同

土

田

稔
（
山
形
県
）

同

松

田

健

一
（
秋
田
県
）

青
森
県
合
気
道
連
盟

会

長

田

辺

孝

美

理
事
長

米

谷

恵

司

事
務
局
長

佐

藤

友

和

宮
城
県
合
気
道
連
盟

会

長

白

川

勝

敏

理
事
長

渡

邊

新

（
事
務
局
）

仙
台
市
泉
区
大
沢
二
―
六
―
九

渡
邊
方

senshin@
s3.dion.ne.jp

茨
城
県
合
気
道
連
盟

会

長

常

井

洋

治

理

事

長

飯
島
悦
男

常
任
理
事

五
十
嵐
雅
高

常
任
理
事

稲
垣
繁
實

同

海
老
原
弘
一

同

桑
原

隆

理
事
・
監
事
一
同

水

戸

合

気

会

水
戸
市
合
気
道
ス
ポ
�
ツ
少
年
団

会
長
・
団
長

飯

島

悦

男

会
員
・
団
員
一
同

合
氣
道
修
練
道
場
自
然
館

館

長

吾

妻

正

義

入
間
市
合
気
道
連
盟

会

長

関

戸

章

弘

入
間
幸
武
館
道
場

館

長

中

島

正

吉

合

氣

道

明

心

会

会

員

一

同

蓮

田

合

気

会

合
気
道
大
宮
道
場

会
員
一
同

大
宮
合
気
道
倶
楽
部

浦

和

合

気

会

会

長

林

昭

男

Ａ
＆
Ｐ
合
気
道
石
垣
道
場

道
場
長

石

垣

晴

夫

〒
三
三
〇
―
〇
〇
六
一

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
常
盤
九
―
八
―
一
五

松
本
ビ
ル
三
階

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
四
八
―
八
二
二
―
〇

六

五

〇

（
自
宅
）〒
三
三
〇
―
〇
〇
七
三

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
元
町
三
―
三
三
―
一
―
二
〇
四
号

電
話

〇
八
〇
―
六
七
二
一
―
九

二

二

八

草
加
合
氣
道
研
究
会

会

長

中

道

一

也

副
会
長

宮

澤

義

治

会
員
一
同

http
://soukaaikiken.w

ebnode.JP/

新
所
沢
合
氣
道
同
好
会

会

長

山

上

三

一

師

範

針

す

な

お

〒
三
五
九
―
一
一
一
一

埼
玉
県
所
沢
市
緑
町
一
―
六
―
一
七
―
五
〇
二

電

話

〇
四
―
二
九
二
四
―
〇

八

八

一

千
葉
県
合
気
道
連
盟

会

長

�

橋

嗣

慶

理
事
長

吉

川

滋

合
気
道
花
見
川
道
場

道
場
長

等

々

力

敏

夫

〒
二
六
二
―
〇
〇
四
六

千
葉
市
花
見
川
区
花
見
川
六
―
一
〇
―
二
〇
一

電

話

〇
四
三
―
二
五
八
―
五

七

二

三

野

田

合

気

会

会

長

山

中

紀

光

会
員
一
同

志
木
市
合
気
道
連
盟

志

木

合

氣

会

代

表

三

輪

明

会
員
一
同

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://shiki–aikikai.net/

柏

合

氣

会

会

長

西

川

裕

一

理
事
長

石

田

誠

一

会
員
一
同

江
戸
川
区
合
氣
道
連
盟

理
事
長

藤

城

清

次

郎

理
事
・
会
員
一
同

事
務
局

〒
一
三
三
―
〇
〇
五
六

東
京
都
江
戸
川
区
南
小
岩
二
―
十
二
―
十
六

電

話

〇
三
―
三
六
七
二
―
二

二

四

六

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
―
三
六
七
二
―
二

二

五

六

城

南

合

氣

会

会

長

塩

崎

省

三

葛

飾

合

気

会

会

長

里

見

伊

紀

子

〒
一
二
四
―
〇
〇
一
二

葛

飾

区

立

石

六

―

二

五

―

二

電

話

〇
三
―
三
六
九
五
―
〇

八

七

八

群

馬

合

氣

会

荒

井

俊

幸

〒
三
七
〇
―
〇
八
六
四

高

崎

市

石

原

町

二

八

五

七

電

話

〇
二
七
―
三
二
三
―
三

七

六

六

合
氣
道
進
藤
道
場

道
場
主

進

藤

芳

子

〒
一
三
六
―
〇
〇
七
四

江
東
区
東
砂
二
丁
目
三
番
二
号

合
気
道
鍬
守
道
場

道

場

長

鍬

守

和

徳

師

範

松

丸

裕

中
野
区
合
気
道
連
盟

中
野
区
合
気
道
会

会

長

松

本

肇

新

宿

合

気

会

会

長

周
参
見
紳
次
郎

会
員
一
同

祖

師

谷

合

気

会

会

長

中

村

文

子

荒
川
区
合
気
道
連
盟

理
事
長

酒

井

光

雄

〒
一
一
六
―
〇
〇
〇
一

東

京

都

荒

川

区

町

屋

四

―

二

九

―

十

三

電

話

〇
三
―
三
八
九
五
―
二
二
一
七（
光
道
場
）

荒

川

合

気

会

会

長

酒

井

光

雄

副
会
長

八

巻

修

大
田
区
合
気
道
会

〒
一
四
三
―
〇
〇
二
四

東
京
都
大
田
区
中
央
五
―
一
八
―
一

電

話

〇
三
―
三
七
五
五
―
一
二
五
八
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暑暑中中おお見見舞舞いい申申しし上上げげまますす
中

央

区

合

気

会

会

長

糸

田

寛

人

神
奈
川
県
合
氣
道
連
盟

会

長

松

田

良

昭

理
事
長

武

田

義

信

〒
二
四
四
―
〇
八
〇
五

横
浜
市
戸
塚
区
川
上
町
四
八
六
―
七

合
気
道
青
葉
塾
道
場

吹

毛

常

麿

本

田

靖

生

〒
二
二
五
―
〇
〇
二
一

横
浜
市
青
葉
区
す
す
き
野
三
―
二
―
一

藤
パ
ー
ク
ビ
ル
二
階

青
葉
教
育
企
画
セ
ン
タ
ー

電
話

〇
四
五
―
九
〇
二
―
一
八
〇
八

静
岡
県
合
気
道
連
盟

理
事
長

石

原

克

博

他

役
員
一
同

〒
四
一
六
―
〇
九
四
五

静
岡
県
富
士
市
宮
島
六
四
〇
―
一

電
話

〇
五
四
五
―
六
一
―
〇
四
七
九

合
氣
道
研
究
会

イ
ン
タ
�
ナ
シ
�
ナ
ル

代

表

武

田

義

信

尾

張

合

気

会

会

長

滝

本

清

三

大
手
前
学
院
合
気
道
教
室

道
場
長

岩

崎

一

基

〒
四
五
五
―
〇
〇
四
四

名

古

屋

市

港

区

築

三

町

三

―

六

電
話

〇
五
二
―
六
五
三
―
〇
七
四
五

三
重
県
合
気
道
連
盟

会

長

畝

原

正

典

理
事
長

米

川

憲

之

会
員
一
同

富

山

合

気

会

代

表

島

恵

司

道

場

県
営
富
山
武
道
館

黒
部
市
錬
成
館

合
気
道
四
日
市
合
気
会

会

長

畝

原

正

典

会
員
一
同

合
気
道

福
井
円
融
会

会

長

松

原

道

一

福
井
道
場
長

八

木

貞

人

武
生
道
場
長

滝

波

秀

樹

滋
賀
県
合
気
道
連
盟

会

長

吉

本

邦

夫

理
事
長

平

野

誠

副
理
事
長

清

水

正

男

岐
阜
県
合
気
道
連
盟

会
員
一
同

合

気

道

滋

賀

本

部

長

小

川

良

紘

五
誓
会
会
長

平

居

忠

雄

京

都

合

気

会

代

表

小

山

照

雄

会
員
一
同

奈
良
県
合
気
道
連
盟

会

長

窪

田

育

弘

理
事
長

藪

内

啓

壽

役
員
一
同

公
益
財
団
法
人

大

阪

合

氣

会

代
表
理
事

柳

澤

健

二

合
氣
会

合
氣
道
大
阪
道
友
会

会

長

野

光

弘

合
気
道
大
阪
武
育
会

会

長

木

村

二

郎

理
事
長

上

村

和

康

合

気

道

洗

心

館

館

長

平

田

幸

一

道

場

大
阪
市
北
区
南
森
町
一
―
三
―
十
三

藤
隆
ビ
ル
Ｂ
１

電

話

〇
七
四
五
―
七
三
―
三

七

三

二

合
気
道
恒
心
道
場

大

坂

恒

〒
五
六
七
―
〇
八
三
一

茨
木
市
鮎
川
四
丁
目
七
ノ
二
八

合
気
道
天
心
道
場

道
場
長

藤

谷

美

也

子

〒
五
三
二
―
〇
〇
二
三

大
阪
市
淀
川
区
十
三
東
一
丁
目
一
〇
番
八
号

電

話

〇
六
―
六
三
〇
四
―
八

七

一

〇

和
歌
山
県
合
氣
道
連
盟

会

長

九

�

家

隆

副

会

長

竹
中
日
出
雄

副

会

長

五
味
田
聖
二

理

事

長

冷
水
照
夫

副
理
事
長

増
尾

登

副
理
事
長

太
田
昭
男

事
務
局
長

松
本
一
夫

道
場
長
一
同

〒
六
四
一
―
〇
〇
一
一

和
歌
山
市
三
葛
三
六
四
番
地

合
気
道
熊
野
塾

道
場
長

須

川

勉

和
歌
山
県
新
宮
市
元
鍛
冶
町
一
―
五
―
一

相

生

會

堀

井

悦

二

岡
山
県
合
気
道
連
盟

合

気

道

正

武

会

主
席
師
範

壬

生

川

堯

一

門
下
生
一
同

神

戸

せ

い

ぶ

館

館

長

中

尾

眞

吾

道
場
長

濱

崎

正

司

鳥
取
県
合
気
道
連
盟

会

長

朝

倉

一

外

会
員
一
同

広
島
県
合
気
道
連
盟

愛
媛
県
合
気
道
連
盟

会

長

橋

田

一

美

理
事
長

松

田

正

司

合

気

道

合

心

館

館

長

谷

本

敏

夫

〒
七
九
一
―
八
〇
二
二

松

山

市

美

沢

二

―

一

―

二

二

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
八
九
―
九
二
三
―
四
三
三
三

http
://aikidoaishinkan.jim

do.com
/

山
口
県
合
気
道
連
盟

会

長

中

村

克

也

合

気

道

敷

島

塾

会

長

工

藤

泰

助

傘
下
道
場
一
同

〒
七
七
三
�
〇
〇
一
五

徳
島
県
小
松
島
市
中
田
町
池
ノ
内
二
十
三
―
三

電

話

〇
八
八
五
�
三
二
�
二

二

八

〇

高

松

合

気

会

会

長

西

原

浩

会
員
一
同

〒
七
六
〇
―
〇
〇
一
三

香
川
県
高
松
市
扇
町
一
―
二
十
三
―
三
十
八

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
八
七
―
八
二
一
―
八
七
〇
四

天

之

武

産

合

気

至
聖
館
熊
本
道
場会

員
一
同

無
限
清
風

合
気
道
祥
平
塾
道
場

菅

沼

守

人

熊

本

合

気

会

水
前
寺
道
場

高

本

和

宜

合

志

道

場

多

田

広

明

他

会
員
一
同

鹿
児
島
県
合
気
道
連
盟

理
事
長

山

口

和

文

副
理
事
長

戸

井

正

一

同

長

洋

孝

公

益

財
団
法
人

合
気
会

茨
城
支
部
道
場

道

場

長

植

芝

充

央

相

談

役

磯
山

博

指

導

部

磯
山
俊
博

顧

問

藤
枝
一
弘

同

永
島
義
道

総

務

部

長

稲
垣
繁
實

同

平
澤
憲
次

指

導

部

大
和
田
幸
正

同

秋
本
英
裕

同

川
上
俊
明

合気道青葉塾道場 検索

事務局
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植芝本部道場長の講習会に５２０名が参加した

日
本
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
外
交
関

係
開
設
１
５
０
周
年
を
記
念
し

て
の
講
習
会
・
演
武
会
は
植
芝

充
央
本
部
道
場
長
を
お
迎
え

し
、
６
月
１４
日
か
ら
１６
日
に
ハ

ン
ガ
リ
ー
の
首
都
ブ
ダ
ペ
ス
ト

に
て
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
今
回

は
本
部
道
場
の
学
生
派
遣
企
画

と
し
て
大
学
の
合
気
道
部
に
所

属
し
て
い
る
現
役
学
生
８
名
が

同
行
し
た
。

講
習
は
３
日
間
で
計
５
回
行

わ
れ
、
植
芝
本
部
道
場
長
が
全

て
指
導
を
行
っ
た
。
１４
日
午
後

は
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
立
体
育
大
学

体
育
館
に
て
一
時
間
の
若
手
を

対
象
と
し
た
講
習
会
が
行
わ
れ

た
。
１０
カ
国
よ
り
約
１
０
０
名

が
参
加
、
活
気
あ
る
稽
古
で
交

流
を
図
っ
た
。

１５
日
お
よ
び
１６
日
は
Ｍ
Ｏ
Ｍ

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
て
、
午

前
午
後
そ
れ
ぞ
れ
１
時
間
半
の

講
習
会
が
行
わ
れ
た
。
ハ
ン
ガ

リ
ー
国
内
の
道
場
を
は
じ
め
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
そ
の
他
の
国
々

か
ら
の
参
加
を
含
め
総
勢
約
５

２
０
名
が
集
ま
っ
た
。

植
芝
本
部
道
場
長
は
入
身
、

転
換
、
呼
吸
法
か
ら
合
気
道
の

技
が
な
る
こ
と
を
説
明
し
、
取

り
方
が
変
わ
っ
て
も
技
が
繋
が

っ
て
い
る
こ
と
を
意
識
す
る
よ

う
指
導
し
た
。

１５
日
夜
に
は
市
内
の
会
場
に

て
記
念
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
約

１
０
０
人
が
参
加
し
た
。
祝
賀

会
に
際
し
て
、
植
芝
本
部
道
場

長
よ
り
「
こ
の
度
は
日
本
と
ハ

ン
ガ
リ
ー
の
外
交
関
係
開
設
１

５
０
周
年
を
記
念
し
て
、
こ
の

よ
う
な
形
で
講
習
会
が
行
わ
れ

ま
す
こ
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
皆
様
し
っ
か
り

と
稽
古
を
さ
れ
、
合
気
道
を
大

事
に
な
さ
っ
て
い
る
と
い
う
事

が
稽
古
を
通
し
て
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
合
気
道
に
対
す
る

皆
様
の
思
い
を
一
つ
に
し
て
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
合
気
道
が
よ
り

大
き
く
な
っ
て
い
く
事
を
祈
っ

て
お
り
ま
す
」
と
挨
拶
が
あ
っ

た
。
ま
た
来
賓
と
し
て
阿
部
哲

史
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
立
体
育
大
学

武
道
学
部
特
任
教
授
（
国
際
武

道
大
学
体
育
学
部
武
道
学
科
特

任
准
教
授
）
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人

材
開
発
省
ス
ポ
ー
ツ
局
よ
り
ピ

ー
タ
ー
・
シ
ャ
ー
ル
フ
ァ
ル
ビ

事
務
次
官
、
日
本
ハ
ン
ガ
リ
ー

友
好
協
会
よ
り
サ
ギ
・
ア
ッ
テ

ィ
ラ
氏
が
来
場
さ
れ
た
。
そ
の

後
祝
賀
会
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
無
事
に
閉
会
し
た
。

１６
日
午
後
の
講
習
会
後
に
は

記
念
演
武
会
が
開
か
れ
た
。
ハ

ン
ガ
リ
ー
国
内
の
道
場
演
武
、

指
導
者
演
武
、
海
外
か
ら
の
代

表
者
演
武
が
行
わ
れ
、
最
後
に

植
芝
道
場
長
の
総
合
演
武
で
盛

大
に
締
め
括
ら
れ
た
。
ま
た
時

を
同
じ
に
し
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

に
滞
在
中
で
あ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ

庁
鈴
木
大
地
長
官
が
１６
日
午
前

の
稽
古
を
見
学
し
、
稽
古
終
了

後
植
芝
本
部
道
場
長
と
会
談
を

行
っ
た
。

今
回
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
滞
在
に

お
い
て
は
６
月
の
例
年
の
平
均

気
温
を
大
き
く
上
回
る
暑
さ
が

続
き
、
強
い
日
差
し
が
降
り
注

い
だ
。
し
か
し
、
参
加
者
は
暑

さ
に
め
げ
ず
に
講
習
会
・
演
武

会
に
最
後
ま
で
し
っ
か
り
参
加

し
、
皆
晴
れ
や
か
な
顔
で
帰
路

に
つ
い
た
。

ロ
シ
ア
で
講
習
会

私
（
入
江
）
は
６
月
６
日
か

ら
１１
日
ま
で
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス

ク
合
気
道
連
盟
（
セ
ル
ゲ
イ
・

エ
ク
ザ
ル
ホ
ヴ
代
表
）
主
催
の

講
習
会
指
導
稽
古
で
ロ
シ
ア
連

邦
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
市
を
訪

問
し
た
。

今
回
は
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
経
由

で
渡
航
、
本
部
道
場
会
員
中
村

建
太
氏
が
同
行
し
た
。

滞
在
中
６
回
の
稽
古
と
昇
段

審
査
を
行
っ
た
。
地
元
会
員
の

着
実
な
上
達
を
実
感
し
、
他
都

市
か
ら
の
参
加
者
が
増
え
た
。

主
催
者
の
尽
力
で
講
習
会
の
雰

囲
気
も
こ
れ
ま
で
で
最
も
よ
か

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

セ
ル
ゲ
イ
氏
ら
有
志
と
次
は

１０
月
に
東
京
で
再
会
を
期
し
て

帰
途
に
就
い
た
。

（
本
部
道
場
指
導
部
師
範
入
江

嘉
信
）

ブ
ル
ガ
リ
ア
講
習
会

私
（
栗
林
）
は
５
月
３０
日
か

ら
６
月
４
日
ま
で
、
ブ
ル
ガ
リ

ア
合
気
道
連
盟
（
プ
ラ
マ
ン
・

ヨ
ウ
ロ
コ
フ
会
長
）
主
催
講
習

会
の
為
、
首
都
ソ
フ
ィ
ア
を
訪

問
し
た
。
講
習
は
例
年
通
り
ソ

フ
ィ
ア
市
内
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
合

気
道
連
盟
拠
点
で
あ
る
「
Ｄ
Ｉ

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｏ
」
道
場
で
、
３１
日
夜

か
ら
２
日
お
昼
ま
で
計
４
回
の

稽
古
が
行
わ
れ
、
２
５
０
名
程

が
集
ま
っ
た
。

参
加
者
の
中
に
は
少
年
部
の

会
員
や
高
校
生
、
大
学
生
も
多

く
み
ら
れ
、
近
年
全
体
的
に
若

さ
が
際
立
つ
印
象
で
あ
り
、
と

り
わ
け
今
年
７
月
に
は
国
際
合

気
道
連
盟
と
の
共
催
に
よ
り
、

黒
海
に
面
し
た
リ
ゾ
ー
ト
地
ヴ

ァ
ル
ナ
で
「
青
少
年
講
習
会
」

を
開
催
す
る
事
に
な
っ
て
お

り
、
国
際
合
気
道
連
盟
の
ヴ
ィ

ル
コ
・
フ
リ
ー
ス
マ
ン
事
務
局

長
も
準
備
状
況
の
視
察
と
打
ち

合
わ
せ
を
兼
ね
て
本
講
習
会
に

参
加
し
て
く
れ
た
。

３１
日
に
は
、
折
し
も
有
名
な

カ
ザ
ン
ラ
ク
市
の
「
バ
ラ
祭
」

開
幕
と
時
期
が
重
な
り
お
忙
し

い
中
、
日
頃
よ
り
ご
支
援
頂
い

て
い
る
、
在
ブ
ル
ガ
リ
ア
日
本

国
大
使
館
の
西
村
美
咲
広
報
文

化
担
当
官
と
も
お
話
し
す
る
機

会
を
得
て
、
引
き
続
き
ブ
ル
ガ

リ
ア
の
合
気
道
発
展
の
後
押
し

を
頂
け
る
と
の
有
り
難
い
お
言

葉
を
頂
い
た
。
（
本
部
道
場
指

導
部
師
範

栗
林
孝
典
）

ポ
�
ラ
ン
ド
で
指
導

私
（
森
）
は
５
月
３１
日
か
ら

６
月
２
日
ま
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
に

て
合
気
道
合
気
会
セ
ン
タ
ー
ポ

ー
ラ
ン
ド
の
セ
ミ
ナ
ー
を
指
導

し
ま
し
た
。
会
場
は
首
都
ワ
ル

シ
ャ
ワ
か
ら
車
で
２
時
間
半
の

ス
テ
ラ
ビ
エ
シ
。

今
回
の
講
習
会
は
３
日
間
に

亘
っ
て
６
回
の
稽
古
と
講
義
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
１

５
０
名
、
若
い
世
代
も
多
く
、

真
剣
に
稽
古
し
て
い
ま
し
た
。

滞
在
中
、
旧
都
ク
ラ
コ
フ
近

郊
の
岩
塩
鉱
の
ヴ
ィ
エ
リ
チ
カ

に
行
き
ま
し
た
。
何
百
年
も
岩

塩
を
掘
り
続
け
た
鉱
山
で
す
。

そ
の
規
模
や
中
に
あ
る
聖
堂
や

多
く
の
施
設
な
ど
数
百
年
の
積

み
上
げ
は
凄
ま
じ
い
も
の
で
し

た
。
合
気
道
の
歴
史
、
未
来
へ

の
私
た
ち
の
責
任
を
感
じ
ま
し

た
。
（
本
部
道
場
指
導
部
師
範

森
智
洋
）

私
（
栗
林
）
は
５
月
２
日
か

ら
９
日
ま
で
、
ベ
ル
ギ
ー
と
ル

ク
セ
ン
ブ
ル
グ
で
の
講
習
会
の

為
、
ベ
ル
ギ
ー
の
首
都
ブ
リ
ュ

ッ
セ
ル
市
と
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ

大
公
国
の
首
都
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

グ
市
を
訪
問
し
た
。

２
日
夕
刻
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

に
到
着
、
そ
の
晩
に
は
ベ
ル
ギ

ー
合
気
会
を
構
成
す
る
フ
ラ
マ

ン
系
団
体
（
�
Ａ
Ｖ
）
の
中
心

的
指
導
者
で
あ
る
Ｍ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ

ｌ

Ｖ
ａ
ｎ

Ｄ
ｅ
ｂ

Ｂ
ｅ

ｒ
ｇ
ｈ
ｅ
師
範
（
七
段
）
の
お

宅
に
お
招
き
頂
き
、
師
範
手
作

り
の
伝
統
的
ベ
ル
ギ
ー
料
理
を

ご
馳
走
に
な
っ
た
。
師
範
は
今

年
７５
歳
で
合
気
道
歴
も
丁
度
５０

年
の
節
目
を
お
迎
え
に
な
ら
れ

た
。ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
で
の
講
習
会

は
３
日
か
ら
郊
外
の
体
育
館
に

畳
を
運
び
込
ん
だ
会
場
で
始
ま

り
、
参
加
者
は
首
都
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
は
じ
め
ベ
ル
ギ
ー
国
内
外

よ
り
１
５
０
名
程
が
、
３
日
間

共
に
汗
を
流
し
た
。

２
０
１
９
年
秋
に
は
日
本
と

Ｅ
Ｕ
諸
国
の
修
好
６０
周
年
を
記

念
す
る
行
事
の
一
環
と
し
て
植

芝
充
央
本
部
道
場
長
が
ベ
ル
ギ

ー
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
フ
ラ

ン
ス
を
訪
問
す
る
予
定
に
な
っ

て
お
り
今
ま
で
以
上
に
会
員
相

互
の
絆
が
強
く
な
っ
て
い
た
よ

う
に
感
じ
た
。

６
日
に
は
隣
国
ル
ク
セ
ン
ブ

ル
グ
に
移
動
し
６
日
と
７
日
の

両
日
講
習
会
を
行
っ
た
。
講
習

会
に
は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
合
気

会
の
師
範
で
も
あ
る
ベ
ル
ギ
ー

の
Ｄ
ａ
ｎ
ｙ

Ｌ
ｅ
ｃ
ｌ
ｅ
ｒ

ｒ
師
範
（
七
段
）
と
同
じ
く
ベ

ル
ギ
ー
合
気
会
の
ワ
ロ
ン
系
団

体
（
Ａ
Ｆ
Ａ
）
と
前
出
Ｖ
Ａ
Ｖ

両
方
の
師
範
で
も
あ
る
Ｌ
ｏ
ｕ

ｉ
ｓ

Ｖ
ａ
ｎ

Ｔ
ｈ
ｉ
ｅ
ｇ

ｈ
ｅ
ｍ
師
範
（
七
段
）
も
ご
同

行
下
さ
り
、稽
古
は
勿
論
の
事
、

秋
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
や
今
後
の

ベ
ル
ギ
ー
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ

の
合
気
道
の
行
く
末
な
ど
、
ゆ

っ
く
り
と
お
話
し
す
る
機
会
を

得
ら
れ
た
。

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
で
は
、
既

に
退
位
さ
れ
て
い
た
前
大
公
が

逝
去
さ
れ
た
ば
か
り
と
い
う
事

も
有
り
国
内
各
所
に
半
旗
が
掲

げ
ら
れ
て
い
た
が
、
講
習
会
に

は
連
盟
加
盟
外
の
団
体
や
フ
ラ

ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
の
参
加

者
も
含
め
て
５０
名
程
が
集
ま
り

熱
心
に
稽
古
に
励
ん
だ
。

ま
た
、
６
日
の
講
習
会
に
は

在
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
日
本
大
使

館
の
広
報
・
文
化
担
当
で
あ
る

柴
田
崇
史
書
記
官
も
お
越
し
下

さ
り
、
秋
の
行
事
へ
の
日
本
大

使
館
の
ご
協
力
を
お
申
し
出
頂

け
た
事
は
大
変
有
難
い
事
で
あ

っ
た
。

ベ
ル
ギ
ー
で
は
講
習
の
合
間

を
縫
っ
て
世
界
一
種
類
が
有
る

事
で
有
名
な
ビ
ー
ル
工
場
の
見

学
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
で
も
有

名
な
モ
ー
ゼ
ル
ワ
イ
ン
の
ワ
イ

ナ
リ
ー
見
学
を
楽
し
ま
せ
て
頂

き
、
と
て
も
有
意
義
な
旅
で
あ

っ
た
。

合
気
道
の
歴
史
も
長
く
、
地

理
的
に
も
経
済
的
に
も
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
中
心
に
当
た
る
国
々
で

の
講
習
で
あ
っ
た
が
、
今
後
ま

だ
ま
だ
合
気
道
が
広
ま
る
予
感

が
有
っ
た
。
（
本
部
道
場
指
導

部
師
範

栗
林
孝
典
）

鈴木長官と植芝本部道場長

栗林師範の師範の様子

E.Kowalewski、R.Santos、D.Basti、D.Lahy-
ani、R.Dersion、M.Dubois、A.Kovalenko、
N.Bienvenu、M.Aussalet、R.Minotti、L.Pe-
tigny、W.Brechoire、W.Fruttaz、F.Lorion、
D.Westermann、G.Genre、N.Piro、M.Ber-
nard、N.Dorleans、A.Fremond、D.Bayon、
M.Mouhaddeb◆SPAIN�F.Cuevas、A.Hol-
gado、A.Parga、A.Serrano、J.Cabo、P.Ro-
driguez、M.Martin、R.Hernandez、F.Brook、
J.Rey、F.Costa、A.Tur、M.Obana、D.Tur、
A.Jaques、M.Diez、J.Penas、J.Quirico、J.
Talavan、F.Pacheco、J.Lopez、I.Davila、
D.Guinea、A.Garcia、P.Marin、I.Galindo、
A. Chaves、C. Heras、V. Ledezma◆FIN-
LAND�M.Tarn、A.Koivisto、A.Virkkunen、
S.Niemi、M.Lanu◆LIECHTENSTEIN�S.
Koga、M.Wojnarowska、D.Kohler◆NOR-
WAY�K.Aasen◆TURKEY�E.Avunc◆

BELGIUM�M. Snellings ◆ U. K ．�G.
Rose、A.Austin、N.Marles、T.Schoeppner、
D.Jones、E.Domenech、S.Davies、S.Street、
G.Richardson、D.Fontaine、J.Semple、M.
Leary、Z.Tompa、M.Juszczak◆TUNISIA
�S.Louati、M.Bouajina、R.Messaoudi、
K.Graham、R.Graham、K.Mansouri、S.Ja-
neb◆UZBEKISTAN�D. Turdaliev 、 M.
Shamshidov、U.Karimov、F.Vahobov、F.
Jurazoda◆SERBIA�J.Ukaj、M.Vucetic、
N.Vucetic、M.Bosnjak、M.Djordjevic、N.
Djurovic、K. Nikolic、P. Kerkez、G. Mi-
lojkovic、L. Dobrosavljevic◆BULGARIA
�C.Vitanov◆BELARUS�D.Maksimava、
O.Solonin、U.Skubakou、Z.Pashtalyonau、
A.Valovik、K.Saroka、V.Rupets◆NEW-
ZEALAND�T.Vunicagi◆AUSTRALIA�
M.Teale、J.Burke◆CHILE�A.Padilla◆

GREECE�N. Kechagias、C. Makris、C.
Tsouras、K.Chasiotis、E.Kontitsis、E.Mark-
oulis、K.Kalogirou、D.Alexandri、E.Gioka、
G.Zitounis、E.Antonopoulos、C.Marmage-
los、V.Dinev、M.Rangelova◆POLAND�
J.Ploszaj、L.Kalinowska、J.Krajewski、G.
Nowak、J.Walek、K.Stawski、K.Kazienko、
R.Warmuz、P.Klepczynski、M.Paczkowska、
A.Sarnowski、D.Szelag、M.Szczepaniak、
M.Valent、M.Huvar、G.Dubiel、J.Malgor-
zaciak、L.Borlik◆CROATIA�F.Kraus、
P.Prevolsek◆DENMARK�M.Opstrup、J.
Thomsen 、 P. Nielsen ◆ MOROCCO� T.
Hamdani、A.Badrane、R.Kanit、M.Wassif、
K.Kaoutar、D.Lamsadek、M.Bougha、A.
Mchaouri、M.Bendaoud、A.Baali、S.Sadeq、
A.Lamsaimi、M.Asri、Y.Akhal、A.Najemi、
M. Amghar 、 M. Hobaoui 、 H. Essaf ◆

UKRAINE�B.Kobylecki、M.Makarov、A.
Sobolev、V.Vorobiov、D.Blyzno、V.Davy-
dov、M.Naboichenko、I.Skrypnykova、O.
Volobuiev、I.Korotkov、D.Korotchenko、
Y.Pyrin、Y.Omelchenko、A.Stepanenko◆
HUNGARY�B.Laszlo、L.Kis、S.Haklik、
Z. Faludi ◆ SWITZERLAND�A. Riggen-
bach、V.Cataldi、F.Berta、T.Milan、F.Sta-
fano、V.Genova、S.Zberg◆URUGUAY
�A.Ocariz、F.Bulgo、A.Rey、J.Baraibar、
M. Rodriguez ◆ MALTA � C. Calleja ◆
SLOVENIA � V. Nemec 、 B. Sfiligoj ◆
LEBANON�J.Khoury、E.Sammour◆中
国�V.Louie、呂錦祥、陳克岡、彭家旋、
郭凱�◆SINGAPORE�J.Yeo、T.Wee◆
中華民国台湾�金正元、 志銘、陳怡良、
張凱傑、清水南々子、康傑、 郁萱、彭
俊洲、李品萱、魏正光
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合 気 道 新 聞 （６）令和元年７月１０日第７０２号

【四段】
◆健身館�藤原孝治◆横浜国際合気道会
�上山悟司、小瀬川元◆谷神会�津口将
宣◆京都合気会�山本晃市◆合気道佐久
道場�室作猛◆合気道士道館�堀田武睦
◆央名会子平塾蟹江道場�R.Martins◆深
川合気会�山田浩史◆千葉合気道館�横
田俊之◆大宮道場�坂田陽子◆竹豊館�
林秀彦◆佐世保合気会�吉居将彦◆等々
力道場�佐藤了◆八起会�小津克己◆防
衛省合気道連合会�目賀田瑞彦◆合気道
和心会�西田美千緒◆杉並合気会�P.
Douglas◆RUSSIA�N.Vasyliev、V.Mik-
hailov、A.Mourygine、N. Timchenko、 I.
Egorov、S.Erknapeshyan、D.Zavitkov、O.
Romanovski、R.Isakov◆ITALY�A.Mam-
bro、E.Valente、N.Medici、M.Mazzi、C.
Maniscalco◆DENMARK� J. Kaagaard◆
U.S.A．�R.Reese、J.Lothes�、S.Flores、
A.Villa、D.Becker、D.Pena、P.Aldrich、
R.Gauthier、J.Manderson、A.Depippo、J.
Austad◆FRANCE�P.Silo、V.Bellezza、
D.Basti◆SPAIN�J.Gilabert◆FINLAND
�J.Konttila◆U.K．�T.Ferrari、D.Dimmick
◆TURKEY�N.Erginoz、K.Maral、C.Eren、
M.Ozdemir◆BELGIUM�W.Daele◆TU-
NISIA � N. Said ◆ UZBEKISTAN � A.
Merkulov◆SERBIA�B. Petrovic◆BUL-
GARIA�I.Vuzharov◆BELARUS�A.Vo-
loskovich、T.Sak、O.Ovcharov、 I.Kunt-
sevich、I.Zarutski、A.Kandziuryn◆CHILE
�V.Jara◆UKRAINE�E.Lashko◆GER-
MANY�G.Bauer、J.Schlegel、T.Wenske、
藤代みどり、J.Borchardt、V.Kushkov◆
GREECE� P. Hatzidakis 、 A. Betsis 、 E.
Grigorakis ◆ LEBANON � G. Haddad ◆
CZECH� M. Burdych ◆ POLAND� M.
Was、P.Smak、B.Strachowski◆HUNGARY
�Z.Nagy◆中国�S.Kennedy
【参段】
◆山口道場�荒木陽介◆IHI横浜�荒井
正見◆鎌倉若宮合気会�松村あゆみ◆近
江合気会近江合気館�坂東徹◆一宮合気
会�中村嘉伸、西崎俊広◆高知合気会�
横山信夫◆合気道研修会道場大阪�片山
貴司、ノリス・ワン◆合心館谷本会�長
田崇◆本郷台合気会�田野ひかり◆山口
合気会徳山道場�大野真司◆祥平塾�有
吉達昌◆深川合気会�水野義宏◆杉並合
気会�M.Corso◆菅原総合武道研究所�
A.Romero◆千葉合気道館�清野一郎◆
大宮道場�片山間理◆佐世保合気会�井
手和英◆等々力道場�草間治郎吉◆明治
神宮至誠館�B.Skibinski◆和合館�佐々
木雄哉◆長谷川道場�堀日菜生◆合気道
本所道場�横山大樹◆合気道和心会�松
原満、相田和憲◆泉心塾�北岡和明◆宮
城大崎合気会�丸谷めぐみ◆茶友会�福
田愛奈◆ISRAEL�N.Beno◆LATVIA�I.
Brodins◆U.S.A．�S.Kim、A.Espinoza、
S.Kushnir、M.Campbell、T.Ventimiglia、
R.Johnson、J.Thompson、篠田敏昭、C.
Strada、C.Harkness、S.North、Y.Liu、S.
Mitchell、J.Gilbert、C.Ries、J.Austad、B.
Dean◆ITALY�A.Regidore、M.Gentili、
R.Maggiolini、L.Luceri、R.Rozza、M.Mar-
cia、D.Krivec、A.Pesatori、E.Andreini、L.
Fantera、A.Mauro、A.Bassato◆AUSTRIA
�R.Islam、M.Lahnsteiner、R.Sitter、D.Der-
flinger、C.Minkwitz、K.Laengle◆SWEDEN
�J.Hedstrom、A.Svard、R.Lindahl、A.Eng-
strom◆RUSSIA�A.Fedchuk、D.Dedikin、
A.Morozov、V.Anfinogenov、R.Fazlutdi-
nov、A.Semenov、S.Alekseev、N.Palyarush、
A.Alexeev、V.Volik、K.Kasymkhanov、E.
Pushkar、M.Kulov、A.Erkenov、S.Stulov、
S.Zhurgabayev、E.Shelegin、D.Gataulin、
I. Shiryayeva ◆ FRANCE� B. Puppe 、 S.
Reyt、H.Wright、B.Simmonds、D.Basti、
B. Lacoste、A. Juillard、F. Magnaval、O.
Payan、 I. Pages◆SPAIN�R. Lopez、L.
Yagues、G. Gamboa、V. Planells、L. Ro-
driguez、I.Santander、M.Longan、B.Ricis、
K.Nikulkin、M.Diaz、D.Benito、A.Zam-
brano、A.Bahl◆FINLAND�M.Pesonen、
J.Kirvesniemi、O.Jauhiainen◆GERMANY

�E.Viertbauer、T.Dubel、B.Dodita◆PO-
LAND�R. Zielinski、M. Wojdowski、K.
Norek◆TUNISIA�C.Kchelfi、N.Omrane、
A.Kilani、W.Karbia、N.Hassen、A.Hamzi、
C. Mahmoud◆U. K．� J. Cerrolaza、M.
Zoete、B.Kleinsorge、J.Latrille、M.Hou-
dayer、T.Bayliss、J.Macisaac◆UKRAINE
�A.Boyarin、S.Kachan、I.Ivakhina、B.Ra-
falskiy、T. Daudov、N. Gaydayenko、O.
Shapula、A. Napolskykh◆ SERBIA�M.
Bosanac ◆ BULGARIA � A. Velikov ◆
LUXEMBOURG�M.Arnould、C.David◆
BELARUS�V.Kondrashin、V.Balotsin、
A.Kashel◆GREECE�T.Krastev、C.De-
mou、D.Kazis、V.Nikolaou、K.Tasoulas、
C. Stathopoulou ◆ CROATIA� A. Zita ◆
MOROCCO�M.Dziga、N.Haidaoui、M.Ba-
hou、L.Abachouch◆HUNGARY�E. Kiss
◆URUGUAY�G.Speranza、F.Blengio、K.
Ferreira◆LEBANON�S.Jadaoun、L.Taw-
tah◆MALTA�K.Bonanno◆SINGAPORE
�W.Chan◆中華民国台湾�D.Vlasov
【弐段】
◆合気道瀧田塾�信川創◆可児カルチャ
ーセンター合気道教室�牧野宗仁◆鎌倉
若宮合気会�米山信正、中田淳治◆世田
谷合気道同好会�寺田幸司◆蓼科道場�
近藤伶◆健身館�川端康史、小島太郎◆
愛媛合気道塾�竹内孝児◆鍬守道場�片
岡匡敏◆合心館谷本会�G.Rivarolo、鈴
木かおり◆合気道武友会�木田秀美、山
本美晶◆合気道士道館�若林葵◆志木合
気会�依田智文◆深川合気会�T.Elho-
cine◆神武館�鳥居健治、福浦正樹、片
山香織、松永渉◆杉並合気会�I.Hook、
P.Senechko◆菅原総合武道研究所�R.
Gutierrez◆合氣道正和会�段敏彦◆千葉
合気道館�中島良光、松尾成周、�田拓
矢◆大阪武育会�V.Amandio◆竹豊館�
山本和波、清水美紀、福田真樹、前川起
輝、山本咲羽◆吾勝会�堀鈴子◆天心道
場�眞鍋晶、菅田康祐◆田辺道場�原代
恵莉、前田七海◆等々力道場�野田富沙
子、清水隆寛◆浜松合気道会��林義明、
石橋公平◆武栄会�西村悠◆防衛省合気
道連合会�蕪木佳代子、大�準一郎◆明
治神宮至誠館�C.Androniki◆明倫塾�
�木孝則◆和合館�黒田一真、佐々木康
倫◆今治合気道教室�小林和樹◆津島道
場�古橋薫◆広島国際合気道道場�M.
Amann◆美陵会�西尾基瑛◆三菱養和会
武道スクール合気道塾�丸山郁子、宮本
夏樹◆合気道大和武育会�加藤永梨、角
野日香里◆合気道和心会�ターバ・ダグ
ニー◆合氣求和会前沢道場�二本木幹夫
◆武産合氣凌雲館�西野和也◆あおぞら
合気道�河野雄一、中川西宏友◆島根大
学�和田聖◆和歌山県立医科大学�井�
公章、森佑熙、天野雄登、是常有香◆日
本獣医生命科学大学合気道同好会�寺師
宗嵩◆RUSSIA�S.Faizutdinov、E.Petrik-
ova、S.Karpov、V.Poliganov、O.Safina、
A.Ivlev、A.Korepanov、A.Chepelev、A.
Gurin 、 A. Sidorenko 、 E. Parshina 、 I.
Akimenko、E.Orekhov、E.Badosov、V.Bon-
darev、S.Baev、A.Maletina、S.Morozova、
P.Klambotskiy、A.Petrov、V.Baharev、K.
Marshina、A.Soboleva、E.Leshchuk、A.Ate-
masov、I.Moskovkin、D.Predybaiylov、R.
Abimov、E.Bardyishev、V.Haidak、S.Ter-
novskiy、D.Popov、D.Borisenko、M.Frolov、
E.Krinitskaya、N.Troyan、A.Derdyuk、M.
Protasova、D.Parshukov、A. Kozlov、V.
Belkov、P.Zorin、M. Mukhametshin、O.
Lavrentyev、K.Pankin、A.Melchuk、A.Puk-
hova◆ISRAEL�A.Kontrovitch◆LATVIA
�A.Kopeikins、N.Bilibins、A.Raudins、J.
Utkins◆U.S.A．�R.Hodges、W.Choi、J.
Moncada、W. Bombardier、 J. Austad、 J.
Bisker、C.Cullen、J.Csiky、C.Phillips、S.
Gallagher、C.Lindsay、G.Miller、C.Wilson、
D.Oskardmay、S.Curnoe、T.Worsnopp、
D.Hyatt、M.Unger、F.Hayes、M.Rangnekar、
M.Lane、F.Ibarra、T.Lee、C.Pattillo、P.Fina、
A.Page、C.Nguyen、A.Haythorn、B.Conley
◆ITALY�A.Piola、P.Urbani、S.Mazarakis、

O.Pavanello、M.Sandre、L.Saracino、A.Vin-
cenzo、R.Pirri、V.Carelli、R.Castriotta、
V. Leproux、S. Carlotto、M. Rancan、A.
Meloni、A.Mauro、A.Regidore、P.Zilli、
D.Iadonisi、A.Melle、B.Benenati、V.Durante
◆DENMARK� J. Fischer◆AUSTRIA�
M.Schallauer、J.Ladenhauf、G.Hueber、D.
Frohlich、R. Shanley、G. Sallaberger、P.
Flamm、A.Pysny、M.Tromayer◆SWEDEN
� T. Rydell 、 K. Hultqvist 、 T. Kelly ◆
FRANCE�E.Girard、A.Viaud、R.Santos、
D. Basti 、 D. Lahyani 、 R. Dersion 、 F.
Stankiewicz、B.Nkouka、M.Dazy、M.Aus-
salet、R.Minotti、L.Petigny、J.Mestre◆
SPAIN�E.Nebreda、R.Campillo、J.Vicente、
E.Rodriguez、I.Murillo、A.Gonzalez、F.Be-
nitez、F.Timoteo、X.Carbonell、A.Pastor、
A.Holgado◆BELGIUM�M.Borowicz、A.
Dessy◆TUNISIA�W.Mezghani、M.Siala、
M. Sebai、H. Achour◆BRAZIL�R. Gal-
hardi、C.Souza◆SERBIA�M.Rakovic、S.
Rakovic、A.Ukaj、L.Breka、K.Vojvodic、
A.Mirkovic、I.Vasic、M.Stanic、N.Zezelj、
P.Matek◆BULGARIA�P.Baltadzhiev◆U.
K．�I.Llewelyn、D.Procida、J.Lewis、R.
Hegedus、S.Woodward、L.Dupuis、K.Yur-
ovsky、G.Chansin◆BELARUS�V.Motuz、
O.Dynov、P.Horbik◆CHILE�F.Tagle◆
UKRAINE�V.Shmatko、E.Slobodyanyuk、
R.Vyslovskyi、M.Abdrakhmanova、V.Iva-
nov、A. Aleksandrovych◆GREECE�E.
Kazantsidou、N.Tokatloglou、M.Panou、
S.Bilikaidis、M.Vetouladitis、K.Rangelov、
K.Petkov、C.Stavridis、 I.Govostis◆PO-
LAND� A. Rosiak 、 R. Marzewski 、 A.
Dziedzic、G.Opyd、R.Kondra、T.Grzesiak、
A.Witkowski、K.Turek◆GERMANY�L.
Kiraly、T.Warkentin、P.Boelckow◆CROA-
TIA�M.Krolo、K.Pavic◆MOROCCO�
M. Zine 、 R. Nasri 、 H. Ahouaoui 、 A.
Aboumejd、R.Jouanedy、C.Vaillant、S.Ahar-
foune、M.Amzil、B.Bouhssine、M.Sebbar、
R.Chouiba、M.Aakil、Y.Lebtar◆SWITZER-
LAND�K. Kissler 、 D. Dossenbach 、 S.
Cicero、T.Werner、L.Picchetta◆URUGUAY
�A.Tuana、L.Macedo◆MALTA�K.Bo-
nanno、C.Calleja◆中国�尾園智彦、森
憲嗣、 志 ◆SINGAPORE�V.Shakin、
A.Ayatollahi◆中華民国台湾�陳玉珠、
李蘭君◆ PANAMA� E. Gonzalez 、◆
COSTA RICA�O.Obando
【初段】
◆長谷川道場�池田智美◆山口合気会萩
道場�安部宙晃◆世田谷合気道同好会�
西井誠司◆愛媛合気道会�伊東よしみ◆
愛媛合気道塾�山口純平、大窪宥人◆横
浜国際合気道会�是永勝◆氣流会�山�
肇◆皇道館�神田瑞歩◆高知合気会�野
地ちえみ◆合心館谷本会�鄭思芸、石井
聡美、G.Mauro、J.Zambello、S.Cavaliere、
G.Campagna、井上直子、山田素子◆合
気道佐久道場�ハーダー淳子◆合気道士
道館�若林栞、小川拓磨、鈴木一男◆央
名会子平塾蟹江道場�木全美翔◆志木合
気会�中久保慎一◆鹿児島合気修練道場
�佐藤朝子◆順風会�浅野日和◆A.K.I．
�P.Moran◆祥平塾�賀来伸一、賀来ら
ら、舛永明彦、友田裕弥◆合気道神戸�
H.Epps、M.Haynes、D.Leech◆神武館�
井上日嵩、駒田寛人◆菅原総合武道研究
所�F.Suarez、R.Sanchez、L.Idoy、P.Ro-
driguez◆心和会�山本敬一◆千葉合気道
館�鳥海聖二◆多摩合気会�木村�志◆
大阪武育会�渡邊睦美、田中瑛、P.Vian-
elli、C.Sala、G.Pozzi、M.Sammarco◆竹
豊館�川村一晴、中筋安紗美、貴志幸ノ
介、野口哲夫、正木久夫、山本耕三、�
増直美◆吾勝会�神谷智、田村一樹◆天
心道場�G.Sena、R.Almeida、A.Martins、
J.Almeida◆田辺道場�森口真史、中井
亨則◆よみうりカルチャー自由が丘�石
橋侑子、柴山凪◆楠見西合気道クラブ�
矢渡茜◆入間幸武館道場�大島丈治◆浜
松合気道会�伊東力矢、倉橋恭子◆武栄
会�飯田崇太郎◆武産館�山根木遥斗、
平松知紀、西育生、�木智帆◆防衛省合
気道連合会�島さつき◆麻布道場�玉野
亮司、S.Andi◆明治神宮至誠館�杉山逸
郎、小野瀬由一、佐藤文隆、道満法子、
B.Lima、J.White、江馬潤一郎、大川昌
巳、石崎芳行◆和合館�横田優介◆合気
道平成会�久保田洋平◆美陵会�阪井大

輝、松田尚也、春�圭一郎◆長谷川道場
�古畑佑太、小林大治朗◆三菱養和会武
道スクール合気道塾�斉藤伸太郎、伊藤
文子◆孝子道場�山原叶夢◆守清館�坂
元琉星◆流山合気会�林田友雄、小林司、
小向卓◆合気道和心会��橋鈴乃、太田
雅之◆合氣求和会前沢道場�宮川博行、
J.Mingard、大塚康成、藤本高志、並里
武裕◆合氣道立志館�三好茂夫◆武産合
氣凌雲館�永吉重也◆合氣道修徳会�三
浦将輝◆彩昭会�武居瑞希、�田裕介、
有澤信彦、モアゼニ・マジッド、遠藤美
敏、松田優輔、佐藤謙一、本田耕平、鈴
木沙矢佳◆MIHO美学院中等教育学校合
気道部�松坂香菜映、冨森幹正◆和洋国
府台女子高等学校�丸山真希、日開さく
ら、藍原莉子、増田梨沙、佐藤史織、原
田怜果、青山瑠奈、小金井ひろ恵、村上
菜桜、大野真依◆四天王寺高等学校�藤
原くるみ、藤井雅子、長村和佳奈、渡邊
百花、倉堀美知瑠、岩井愛良、川野沙恵、
西村萌、今田百香、木下莉里、宮田美友
◆明徳義塾高等学校合気道部�王伯恩◆
学習院大学�新井晋◆三重大学合気道部
�若狭喬士◆滋賀医科大学�藤森栞◆神
戸大学体育会合気道部�芳倉貴弘◆青山
学院大学�加藤貴之、松尾たまき、田中
鉄朗◆中京大学�水野雄太、小野功貴、
神谷英里◆東北大学�萩之内大雅◆明治
大学生田�伊藤佑太◆日本獣医生命科学
大学合気道同好会��澤彩花◆お茶の水
女子大学�栗原綾花、後藤杏菜、小林夏
実◆U.S.A．�W.Nutini、K.Watts、N.Melt-
zer、A.Lyet、C.Paul、G.Jensen、菅谷裕
之、P.Morse、K.ThompsonJr．、J.Weiss、
C.Santos、C.Ebert、A.Teska、D.Doose、
M.Ladenheim、R.Montemayor、B.Nichol-
son、D.Akmatov、B.Wood、L.Basiewicz、
M.Weldin、D.Pickard、A.Fairfield、J.Aus-
tad、M.Tanous、A.Wilson、J.Luukkonen、
S.Nelson、C.Paul◆THAILAND�M.Nater
◆GERMANY�T.Gerlach、S.Guegel、P.
Congard、C.Krumrey、M.Gottschalk、A.
Walenda、M.Thiry、G.Eichbaum、C.Strauch、
D.Knauer、D.Sytnychenko◆RUSSIA�E.
Bratash、Y.Vidonov、A.Nosakov、Y.Ad-
abavazi、S.Makarov、S.Losev、D.Morozov、
S.Gorelik、M.Naydenko、K.Golovatskaya、
A.Fomin、V.Ivanov、I.Nikolaev、P.Agurov、
O.Negolyuk、A.Trufanov、D.Yakovlev、
M. Semenova 、 O. Belobrovskiy 、 A. Fili-
penkov、L.Korosteleva、E.Getman、D.Votin-
sev、D.Dernovoy、 J.Kiseleva、E.Belova、
D.Soldatenko、E.Petruchenko、Y.Leonova、
S.Zvyagintsev、A.Cherepanov、D.Gorok-
hov、R.Kozhin、E.Ban’Ko、B.Zhukovsky、
T.Tran、V.Kukushkin、V.Nechitailova、P.
Savinov 、 E. Petrova 、 S. Golubtsov 、 S.
Evtushenko、D.Nikitenko、M.Svobodin、
M.Zinchenko、 M.Parshikov、 M.Egorova、
S.Zakharova、O.Markina、P.Pankov、V.
Knyazev 、 V. Bogdashov 、 K. Ektov 、 Y.
Malashkin、O.Tarasov、I.Grigoryev、P.Ku-
dryashov 、 G. Solovev 、 E. Seletskiy 、 O.
Vlasenko、N.Merzlaia、A.Nikolaev、M.Mak-
simov、E.Demyanovich、Y.Tsedryk、V.Bort-
nik、A.Korets、N.Michuev、E.Alkhimov、
L.Andreev、T.Gabidullin、S.Kosotukhin、
V.Kruskop、S.Malygina、N.Melnikov、G.
Minaeva、A.Musienko、A.Panfilov、U.Pered-
ina 、 V. Prikazchikov 、 A. Rubtsova 、 V.
Tananin、I.Vetoshkin、Z.Zakirov、N.Aki-
mov、D.Selyutskiy、B.Krylenko、A.Gusev、
P.Krasotkina、E.Tolstykh、A.Abramov、
M.Egiian、M.Fufaev、S.Nikitin、A.Molodi-
chenk◆MOLDOVA�V.Palamarciuc、D.
Mistreanu 、 S. Tcacenco ◆ LATVIA�M.
Rumjancevs、A.Nurgalejevs、I.Nurgalejeva、
R.Koselevs◆ITALY�A.Regidore、G.Bel-
lumori、C.Capobianco、F.Mele、E.Damizia、
F.Casciani、A.Melle、M.Buccola、A.Fichera、
R.Tissi、G.Ledda、G.Pelli、M.Salis、L.Lanc-
ini、A.Graciotti、I.Matavulj、V.Horvat、S.
Villanti、L.Amoroso、L.Caroselli、L.Minotti、
C.Flesca、A.Gaslini、M.Matrone、L.Servo、
C.Spunton、F.Beccati、G.Monaco、Y.Rus-
nak、C.Astore、D.Buffa、A.Frosini、D.
Stiavelli ◆ AUSTRIA� M. Malicky 、 T.
Gegenhuber、J.Sulic、G.Nussbaumer、 I.
Moldovan ◆ SWEDEN� L. Schavon 、 R.
Anderson、M.O’Brien、H.Fredholm◆CAM-
BODIA�K.Sothy◆FRANCE�B.Renouf、

各各道道場場のの昇昇段段者者
５月１５日～

６月１４日

（公財）合気会登録


